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坂下南・坂下東小学校入学式

お
め
で
と
う　

新
入
生
!!

坂
下
南
・
坂
下
東
小
学
校
入
学
式

４
月
７
日
（
月
）、
坂
下
南
・
坂
下
東

小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

坂
下
南
小
57
人
・
坂
下
東
小
58
人
の
新

入
生
が
上
級
生
や
保
護
者
な
ど
か
ら
大
き

な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

坂
下
南
小
学
校
で
は
6
年
生
と
手
を
つ

な
い
で
新
入
生
が
入
場
し
て
き
ま
し
た
。

在
校
生
を
代
表
し
て
6
年
生
の
高
橋
希
羽

さ
ん
が
「
元
気
に
楽
し
く
小
学
校
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
贈

り
、
新
入
生
代
表
の
葛
岡
よ
う
さ
ん
に
渡

部
隆
一
校
長
か
ら
教
科
書
が
授
与
さ
れ
、

元
気
よ
く
返
事
を
し
て
受
け
取
り
ま
し

た
。
式
が
終
わ
り
退
場
す
る
頃
に
は
、
児

童
た
ち
の
緊
張
し
た
表
情
も
笑
顔
に
変
わ

り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

坂
下
東
小
学
校
で
は
山
口
健
校
長
か
ら

「
元
気
の
良
い
あ
い
さ
つ
・
友
達
と
仲
良

く
す
る
・
話
を
良
く
聞
く
・
最
後
ま
で
頑

張
る
と
い
う
4
つ
の
種
を
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

在
校
生
を
代
表
し
て
6
年
生
の
千
葉
穂

香
さ
ん
が
歓
迎
の
言
葉
を
贈
り
、
一
年
生

を
代
表
し
安
部
旺
汰
く
ん
に
教
科
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
、
校
歌
を
一
生
懸
命
合

唱
す
る
児
童
た
ち
の
姿
が
あ
り
、
そ
の
表

情
は
学
校
生
活
へ
の
期
待
と
希
望
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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坂下南・坂下東幼稚園入園式

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
入
園
!!

坂
下
南
・
坂
下
東
幼
稚
園
入
園
式

　

4
月
8
日
（
火
）、
坂
下
南
・
坂
下
東

両
幼
稚
園
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

坂
下
南
幼
稚
園
71
人
・
坂
下
東
幼
稚
園

56
人
の
新
入
園
児
が
入
場
し
ま
し
た
。
入

園
児
呼
名
で
は
、
一
人
一
人
が
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
ま
し

た
。
園
児
の
中
に
は
手
を
上
げ
た
り
、
起

立
し
て
元
気
よ
く
返
事
す
る
な
ど
、
保
護

者
や
先
生
を
驚
か
せ
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。坂

下
南
幼
稚
園
で
は
、
園
児
た
ち
が
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
元
気

良
く
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
入
場
し

ま
し
た
。
渡
部
隆
一
園
長
が

「
車
に
は
気
を
つ
け
よ
う
・
自

分
一
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
ろ

う
・
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
よ

う
・
毎
日
元
気
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
を
述
べ
る
と
園
児

た
ち
は
「
は
い
」
と
元
気
よ
く

返
事
を
し
ま
し
た
。
後
ろ
で
見

守
っ
て
い
た
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
も
ビ
デ
オ
や
写
真
で
我
が

子
の
成
長
ぶ
り
を
撮
り
な
が
ら

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

坂
下
東
幼
稚
園
で
は
、
木
の
ぬ
く
も
り

あ
ふ
れ
る
遊
戯
室
で
式
が
行
わ
れ
、
園
児

た
ち
の
元
気
な
「
は
い
！
」
が
館
内
に
響

き
渡
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
山
口
健
園
長
が
「
車
に
は
気
を
つ

け
よ
う
・
友
達
と
仲
良
く
元
気
に
遊
ぼ

う
・
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」
と
式

辞
を
述
べ
る
と
、
園
児
た
ち
は
隣
に
い
る

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と
顔
を
見
合
わ
せ

て
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

年
長
組
の
園
児
た
ち
が
、
歓
迎
の
言
葉

や
歌
を
歌
う
と
園
児
た
ち
は
興
味
津
々
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
幼
稚

園
紹
介
」
で
、
先
生
が
手
遊
び
歌
を
披
露

す
る
と
、
最
初
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て

い
た
園
児
も
、
2
曲
目
、
3
曲
目
に
な
る

と
先
生
と
一
緒
に
な
っ
て
歌
い
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔
を
隣
で
見

守
る
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
や
さ
し
い

表
情
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
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報告はＦＡＸ・TEL・メール・直接集計ＢＯＸへ

ＦＡＸ　83-6856（チャレンジデー専用回線） 
又は、83-4498・83-2301

ＴＥＬ　83-3010
E-mail　cyuou@town.aizubange.fukushima.jp
集計ＢＯＸはメイン会場・集計本部（中央公民館）・役場・地区コミュニティセンター等にあります。

今年の対戦相手は こんな町・こんな都市!!

和歌山県上
か み

富
と ん

田
だ

町
ちょう

　人口15,374人

○自然
紀の国和歌山の中央部に位置する。総面積57.49平方キロメートルの静かな田園都市。
熊野詣での玄関口「口熊野」として栄えてきた。特産物：紀州梅・みかんなど
○観光
2004年 7 月に世界で 2例目の「道」の世界遺産となった「熊野古道」の散策や
神社めぐりなど
○チャレンジデーの実績　　（参加９回目）
　・５勝４敗（三つ巴戦１回含）　・平均参加率53.6％
　昨　年（2013年） 　参加率51.2％ （会津坂下町 62.38％）

Kamitonda Town
上富田町

☆チャレンジデー2014への参加報告は・・・
勝敗のカギを握るのは、
町民のみなさんの参加と報告です‼
15分間運動したら、必ず報告してください！

職場で、学校で、行政区で、サークルで、個人で、「チャレンジデーにチャレンジ！」
普段のスポーツはもちろん、掃除でも、犬の散歩でも、運動を意識して行えばＯＫ

チャレンジデーに関するお問合せは・・・
チャレンジデー実行委員会（町民体育館内）　ＴＥＬ：８３－２３０１

チャレンジデーの詳しい内容は、チャレンジデーニュースをご覧ください!

◆対戦相手は・・・セルビア コソフスカ ミトロビツァ  人口13,500人
ミトロビツァ（コソボ）は、小規模なオリエンタル風の町で、19世紀に鉛の
鉱脈が発見され歴史的基幹産業の一つへと成長した。1999年にコソボ紛争が終
結して以降、町の北部が事実上の首都となっています。

運動をして、身体を動かすことの爽快さを感じましょう。運動をして、身体を動かすことの爽快さを感じましょう。
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チャレンジデー2014チャレンジデー2014

会津坂下町 VS和歌山県上
かみ

富
とん

田
だ

町
ちょう

いつでも どこでも 楽しく健康づくり！いつでも どこでも 楽しく健康づくり！

チャレンジデーは毎年 5月の最終水曜日に全国で一斉に開催される住民総参加型のスポー
ツイベントです。人口規模がほぼ同じ自治体・地域同士が午前 0時から午後 9時までの間に
15分間以上継続して、何らかの運動・スポーツを行った住民の参加率（％）を競います。対
戦に敗れた場合は対戦相手の旗を庁舎のメインポールに 1週間掲揚するというユニークなル
ールで行われています。

※楽しく身体を動かして、今年も勝利を目指しましょう！

会津坂下町営駐車場（坂下南小学
校北側）をメイン会場に町内各地で
様々なイベントが繰り広げられま
す。 みんなで参加しよう！

チャレンジデー2014チャレンジデー2014
5月28日（水）午前0時～午後9時 開催！
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総額82.1億円　　前年比17.2億円減

地方交付税
26.3億円（32.0%）

町　債
13.1億円（16.0%）

国庫支出金
6.4億円（7.8%）

県支出金
11.6億円（14.1%）

その他の交付金
2.1億円（2.6%）

地方譲与税
1.3億円（1.6%）

依存財源
（74.1％）

自主財源
　　（25.9％）

1
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

3

○分担金及び負担金
 0.4億円（0.5%）
○使用料及び手数料
 1.1億円（1.3%）
○財産収入
 0.2億円（0.2%）
○繰入金
 1.4億円（1.7%）
○繰越金
 1.5億円（1.8%）
○諸収入
 2.1億円（2.6%）

平成26年度一般会計予算の内容

町たばこ税 1.7億円（11.6%）
軽自動車税 0.4億円（2.7%）

入湯税
8万円（0.0%）

固定資産税
7.0億円（47.7%）

町民税
5.5億円（38.0%）

町　税
14.6億円（17.8%） 歳入総額

町税の内訳

82.1億円

町税総額 14.6億円

歳出総額 82.1億円
土　　木　　費

【道路や橋の整備に】
坂下東第一地区土地区画整理事業
特別会計繰出金 1.6億円
下水道事業特別会計繰出金
 1.4億円
道路橋梁整備事業 1.4億円

教　　育 　 費
【学校、社会教育の充実に】
幼稚園建設事業 4.6億円
幼・小・中学校通学・通園補助
 0.7億円
坂下南小学校太陽光整備事業
 0.6億円

そ　　の　　他
議会費 1.1億円（1.3％）
労働費 0.1億円（0.1％）
災害復旧費 0.1億円（0.1％）
諸支出金等 0.7億円（0.9％）

総　　務　　費
【一般的な事務に】

地域づくり推進事業 0.6億円
「人の駅・川の駅・道の駅」事業
 0.5億円
子育てふれあい交流センター整備
事業 0.5億円

民　　生　　費
【福祉増進のために】

介護保険特別会計繰出金 2.7億円
児童手当事業 2.5億円
自立支援給付費等負担金事業
 2.1億円

農林水産業費
【農林業の振興に】

経営体育成支援事業 0.6億円
福島県営農再開支援事業 0.5億円
農業集落排水事業特別会計繰出金
 0.4億円

主 な 内 容

その他
2.0億円（2.4%）

商工費
1.9億円
（2.3%）

消防費 6.2億円（7.6%）

総務費
12.6億円
（15.4%）

教育費
13.8億円
（16.8%）

民生費
15.9億円
（19.4%）

農林水産業費
4.8億円（5.8%）

土木費 7.8億円（9.5%）

公債費
9.7億円（11.8%）

衛生費
7.4億円
（9.0%）
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会　　計　　名 平成26年度 平成25年度 対前年度比
国 民 健 康 保 険 20.1億円 20.3億円 △1.0%
後 期 高 齢 者 医 療 1.6億円 1.7億円 △5.9%
介 護 保 険 18.0億円 16.9億円 6.5%
下 水 道 事 業 5.6億円 3.6億円 55.6%
坂下東第一地区土地区画整理事業 2.6億円 2.9億円 △10.3%
農 業 集 落 排 水 事 業 0.7億円 0.7億円 0.0%

水 道 事 業 収 益 的 収 入 5.0億円 4.5億円 11.1%
収 益 的 支 出 5.0億円 4.4億円 13.6%

特別会計予算
（小数点第2位以下を四捨五入して表示）

一般会計（平成25年10月～平成26年3月）
歳　出 （単位：百万円）歳　入

科　　目 予算現額 収入済現在高 収入率（％） 科　　目 予算現額 支出済現在高 支出率（％）
町 　 税 1,548 1,552 100.2％ 議 会 費 102 101 99.3％
地 方 譲 与 税 127 108 84.7％ 総 務 費 1,884 1,458 77.4％
利 子 割 交 付 金 3 3 104.5％ 民 生 費 1,631 1,496 91.7％
配 当 割 交 付 金 2 4 219.7％ 衛 生 費 785 686 87.3％
株式譲渡所得割交付金 1 6 595.5％ 労 働 費 8 8 99.2％
地 方 消 費 税 交 付 金 169 147 86.9％ 農林水産業費 454 449 99.0％
自 動 車 取 得 税 交 付 金 31 29 95.1％ 商 工 費 219 215 98.1％
地 方 特 例 交 付 金 5 4 83.0％ 土 木 費 961 851 88.6％
地 方 交 付 税 2,711 2,764 101.9％ 消 防 費 472 302 64.1％
交通安全対策特別交付金 3 2 95.5％ 教 育 費 1,083 1,008 93.1％
分 担 金 及 び 負 担 金 41 41 98.9％ 災 害 復 旧 費 9 4 45.9％
使 用 料 及 び 手 数 料 114 108 94.9％ 公 債 費 860 858 99.8％
国 庫 支 出 金 601 569 94.7％ 諸 支 出 金 99 94 95.6％
県 支 出 金 1,152 756 65.7％ 予 備 費 11 0 0.0％
財 産 収 入 41 44 108.1％
寄 付 金 2 2 106.7％
繰 入 金 160 159 99.5％
繰 越 金 204 204 100.0％
諸 収 入 216 197 91.1％
町 　 債 1,447 393 27.2％

合　計 8,578 7,094 82.7％ 合　計 8,578 7,532 87.8％

財政調整基金現在高 97

平成26年度　特別会計予算の内訳

平成25年度　下半期の財政状況

主 な 内 容
【
国
民
健
康
保
険
】

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
自
営
業
者
等
の
皆
さ
ん

の
医
療
保
険
を
賄
う
会
計
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
補
助
金
と
加
入
者
が
納
め
る
国
保
税
に
よ
り
運
営
し
て

い
ま
す
。
医
療
費
の
適
正
化
対
策
並
び
に
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
た
各
種
保
健
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
県
内
の
各
市
町
村
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
運
営
す
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。
医
療
費
適
正
化

対
策
や
保
健
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
介
護
保
険
】

　

介
護
保
険
は
、
介
護
認
定
者
を
支
援
す
る
特
別
会
計
で

す
。
お
年
寄
り
が
快
適
に
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
介
護
予
防
事
業
を
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
】

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

○
中
央
処
理
区
（
緑
町
・
茶
屋
町
地
内
）

・
管
渠
工
事　

8
2
5
ｍ

・
管
理
汚
泥
棟
建
築
工
事

・
舗
装
復
旧
工
事　

5
4
0
ｍ

○
東
処
理
区
（
羽
林
地
内
）

・
管
渠
工
事　

8
1
5
ｍ　

を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

【
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
】　　

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

・
家
屋
移
転
2
戸
3
棟

・
区
画
道
路
築
造　

70
ｍ

・
整
地
工
事　

1
，
3
2
2
㎡
を
補
償
・
整
備
す
る
計
画

で
す
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、
窪
倉
・
合
川
・
陣
が
峯
城
・

長
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
が
主
な
も
の
で
す
。

【
水
道
事
業
】

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、

○
県
道
赤
留
塔
寺
線
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工

事
2
箇
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（単位：百万円）
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丈
助
橋
は
、
幅
が
狭
い
た
め
乗
用
車

同
士
で
も
交
互
通
行
を
し
て
い
る
。
阿

賀
川
農
免
農
道
の
開
通
に
よ
り
、
今
後

一
層
の
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

昨
年
の
回
答
で
は
、
県
道
昇
格
は
極
め

て
難
し
い
と
の
こ
と
か
ら
、
町
が
主
体

と
な
り
拡
幅
整
備
を
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
の
で
、
一
日
も
早
い
幅
員
拡
張
を

要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　

県
道
昇
格
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
た

め
、
橋
梁
拡
幅
整
備
事
業
の
国
庫
補
助

採
択
に
向
け
た
国
県
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

道
路
拡
幅
等
の
整
備
に
伴
い
、
車
両

の
大
型
化
や
交
通
量
の
増
加
な
ど
、
一

般
の
人
々
並
び
に
児
童
・
生
徒
の
通
行

が
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
加
え
て
交

流
・
流
通
の
観
点
か
ら
も
大
変
な
障
害

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
年
度
も
地
域

の
健
全
な
発
展
上
重
要
課
題
と
し
て
位

置
付
け
要
望
す
る
。

中
村
街
道
踏
切　

沖
踏
切　

金
沢
踏
切

【
建
設
課
】

要
望
の
踏
切
に
つ
い
て
は
、
拡
幅
整

備
の
必
要
性
に
つ
い
て
町
と
し
て
も
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
踏
切
の
拡
幅
整
備

に
は
、
多
額
の
費
用
と
時
間
を
要
す
る

た
め
、
町
の
道
路
整
備
計
画
の
中
で
優

先
順
位
を
勘
案
し
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
と
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

国
道
49
号
線
へ
通
じ
る
「
熱
塩
加

納
・
会
津
坂
下
線
」
は
、
川
西
地
区
住

民
の
通
勤
・
通
学
の
主
要
道
路
で
あ
る

が
、
国
道
49
号
線
と
の
交
差
路
手
前
は

道
幅
も
狭
く
、
通
勤
時
間
帯
は
渋
滞
と

な
る
た
め
、
道
路
の
拡
幅
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　

国
道
49
号
線
と
の
交
差
点
部
分
に
は
、

既
に
右
折
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
右
折
滞
留
区
間
の
長
さ
が
十
分

と
は
言
え
な
い
た
め
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
対
策
と
し
て
交
差
点
部
分
の
改
良
整

備
を
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
公
共
施
設
の
再
構
築

を
踏
ま
え
た
「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
取
り
壊
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
住
民
の
交
流
・
地
域
間
の

交
流
や
、
文
化
交
流
の
場
所
づ
く
り
と

し
て
「
町
民
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
の
建
設
を
要
望
す
る
。

【
政
策
財
務
課
】

町
民
体
育
館
の
老
朽
化
も
進
ん
で
お

り
、
会
津
坂
下
町
第
5
次
振
興
計
画
に

お
い
て
は
、
建
設
に
向
け
た
本
格
的
な

作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
今
年
度
策
定
予

定
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
か

で
、
建
設
場
所
や
建
設
年
度
に
向
け
た

検
討
を
進
め
、
そ
の
中
で
文
化
団
体
皆

様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
体

育
館
サ
ブ
ホ
ー
ル
を
文
化
団
体
発
表
の

ス
テ
ー
ジ
と
し
て
活
用
し
て
い
け
る
施

設
と
し
て
の
整
備
も
含
め
て
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
の
自
転
車
通
学
生
徒
は
、
冬

期
間
は
安
全
性
を
考
慮
し
、
多
く
の
生

徒
が
バ
ス
を
利
用
し
て
通
学
し
て
い
ま

す
の
で
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

よ
う
、
実
態
調
査
等
を
も
と
に
無
料
化

等
の
助
成
措
置
を
要
望
す
る
。

【
教
育
課
】

　

2
㎞
以
上
4
㎞
未
満
に
お
け
る
冬
期

の
通
学
に
つ
い
て
は
、
徒
歩
通
学
で
お

願
い
し
ま
す
。
通
学
路
の
街
路
灯
設
置

等
に
よ
る
安
全
確
保
、
除
雪
の
徹
底
等

に
つ
い
て
は
、
危
険
箇
所
の
把
握
と
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

路
線
バ
ス
運
行
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
坂
下
中
央
処
理
場
が
供
用
開
始
さ

れ
た
が
更
な
る
整
備
促
進
を
お
願
い
す

る
。

　

ま
た
、
排
水
路
の
汚
泥
除
去
に
つ
い

て
は
、
下
水
道
整
備
が
進
む
中
で
も
、

町
の
放
射
能
除
染
実
施
計
画
と
相
ま
っ

て
、
実
地
踏
査
の
も
と
計
画
的
に
除
去

対
応
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
。

【
建
設
課
】

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

管
渠
整
備
を
推
進
し
、
順
次
供
用
開
始

区
域
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極

的
に
加
入
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
処
理
区
の
再
編
を
行
い
、
処

理
区
域
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
排
水
路
の
汚
泥
除
去
に
つ
い

て
は
、
要
望
箇
所
の
現
地
踏
査
の
う
え
、

町
の
放
射
能
除
染
実
施
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

鉄
砲
町
地
内
の
町
道
に
つ
い
て
は
、

安
全
安
心
及
び
対
面
交
通
可
能
な
道
路

建
設
に
向
け
、
関
係
自
治
会
に
説
明
が

な
さ
れ
る
な
ど
促
進
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
更
に
沿
線
住
民
の
意
向
を
十
分
に

踏
ま
え
な
が
ら
、
整
備
年
次
計
画
を
具

体
化
し
て
、
早
期
実
現
に
向
け
事
業
の

促
進
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

【
建
設
課
】

「
勝
大
線
」
の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

は
、
地
元
自
治
会
と
の
協
議
を
重
ね
、

現
況
測
量
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
今

後
は
各
自
治
会
並
び
に
関
係
機
関
と
再

度
協
議
の
う
え
、
整
備
方
針
を
決
定
し

て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
整
備
方
針
決
定
後
、
沿
線
住

民
の
方
々
の
意
向
を
確
認
し
て
ま
い
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。

街
路
灯
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

諸
修
繕
に
伴
う
経
費
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
益
々
負
担
増
が

要
望
実
現

の
た
め
に

平
成
26
年
度　

会
津
坂
下
町

区
長
・
自
治
会
長
会
全
体
会
議

座　　長
山口　孝輝氏（柳町）

全体要望
早川　清隆氏（片門）

「
宇
内
・
沼
越
線
」
の
鶴
沼
川
に

架
か
る
丈
助
橋
拡
幅
（
継
続
）

県
道
「
熱
塩
加
納
・
会
津
坂
下
線
」

と
国
道
49
号
線
交
差
路
の
道
路
改

良
（
新
規
）

J
R
踏
切
の
改
修
（
継
続
）

「
町
民
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の

建
設
（
継
続
）

自
転
車
通
学
生
徒
の
冬
期
間
バ
ス

利
用
料
の
助
成
（
継
続
）

坂
下
地
区
全
域
の
通
年
通
水
と
公

共
下
水
道
整
備
促
進
（
継
続
）

鉄
砲
町
地
内
の
町
道
「
勝
大
線
」

の
道
路
改
良
（
継
続
）

街
路
灯
の
諸
修
繕
に
伴
う
負
担
軽

減
措
置
（
新
規
）

全
体
要
望

坂
下
地
区
要
望
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金上地区要望
木戸　進氏（金上）

坂下地区要望
物江　政博氏（新富町）

若宮地区要望
大江　秀一氏（金沢）

予
想
さ
れ
、
自
治
会
運
営
が
危
惧
さ
れ

ま
す
の
で
、
街
路
灯
の
町
へ
の
移
管
や

修
繕
経
費
の
補
助
等
を
図
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
す
る
。

【
建
設
課
】

自
治
会
負
担
で
設
置
し
た
街
路
灯
の

電
気
使
用
料
に
対
し
て
は
、
町
よ
り
補

助
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
器
具

の
修
繕
等
は
全
額
自
治
会
負
担
で
対
応

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
町
移
管
も
し
く
は
、
修
繕
費

に
対
す
る
町
補
助
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

関
係
行
政
区
の
状
況
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
建
築
後
44
年
が
経
過
し
て
お
り
、

建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭

く
な
り
苦
慮
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
た

め
、
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
旧
若
宮
幼
稚
園
を
解
体
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
仕
様
）
の
建
設
と
駐
車
場
の
設

置
を
要
望
す
る
。

　

更
に
、
旧
若
宮
小
学
校
校
舎
と
プ
ー

ル
施
設
の
解
体
に
つ
い
て
も
お
願
い
す

る
。

【
政
策
財
務
課
】

築
後
40
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
老

朽
化
と
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
施
設
と

と
ら
え
て
お
り
ま
す
。
町
有
財
産
審
議

会
に
お
い
て
も
旧
校
舎
、
旧
園
舎
、
プ

ー
ル
の
解
体
が
望
ま
し
い
と
の
答
申
が

出
さ
れ
て
お
り
、
改
築
も
含
め
た
整
備

計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
要
望
を
考

慮
し
町
全
体
の
計
画
の
中
で
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

カ
メ
ム
シ
類
に
つ
い
て
は
、
水
稲
の

重
要
害
虫
で
あ
り
、
環
境
委
員
会
や

個
々
の
農
家
に
お
い
て
除
草
作
業
を
実

施
し
、
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
源
を
減
ら

す
努
力
を
し
て
い
る
。

当
地
区
に
は
磐
越
自
動
車
道
が
通
っ

て
お
り
、
水
田
に
面
す
る
の
り
面
も
相

当
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、
除
草
作
業
が

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
カ
メ

ム
シ
防
除
の
た
め
に
も
、
東
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
に
対
し
、
水
稲
出
穂
期

前
に
高
速
道
路
の
り
面
の
除
草
作
業
を

実
施
す
る
よ
う
、
町
か
ら
働
き
掛
け
て

い
た
だ
き
た
く
要
望
す
る
。

【
政
策
財
務
課
】

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
会
津
若

松
管
理
事
務
所
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

除
草
を
含
め
他
の
事
例
を
参
考
と
し
対

策
を
検
討
し
た
い
と
の
回
答
を
得
て
お

り
ま
す
。
検
討
結
果
に
つ
い
て
は
、
回

答
が
あ
り
次
第
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

大
江
集
落
か
ら
原
集
落
ま
で
の
防
雪

フ
ェ
ン
ス
が
途
中
で
途
切
れ
て
お
り
、

地
吹
雪
時
に
は
視
界
不
良
と
な
り
ま
す
。

町
道
水
原
線
で
交
通
量
も
多
く
、
冬
期

間
の
交
通
事
故
防
止
と
地
域
住
民
の
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
の

た
め
、
早
期
の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

防
雪
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
当
面

は
、
歩
行
者
及
び
通
行
車
両
が
安
全
な

通
行
が
で
き
る
よ
う
機
械
除
雪
に
よ
る

除
雪
サ
イ
ク
ル
を
増
や
し
、
安
全
な
道

路
環
境
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、
台
風
や
大
雨
に
よ
り
、
中
開

津
地
区
及
び
細
工
名
地
区
に
お
い
て
、

洪
水
、
冠
水
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
原
因
の
一
つ
に
新
宮
川
河
川
内
の

中
洲
の
肥
大
が
考
え
ら
れ
、
今
年
度
も

新
開
津
橋
の
上
流
・
下
流
の
土
砂
撤
去

工
事
を
継
続
し
て
要
望
す
る
。

ま
た
、
新
開
津
橋
か
ら
細
工
名
橋
宮

川
の
堤
防
外
側
雑
草
に
つ
い
て
刈
り
払

い
等
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

堆
積
土
砂
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
町

の
重
点
要
望
箇
所
と
し
、
同
河
川
流
域

市
町
村
で
構
成
す
る
氷
玉
川
・
宮
川
流

域
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
か
ら
も
県
に

対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
堤
防
の
刈
り
払
い
に
つ
い
て

は
、
県
河
川
浄
化
委
託
事
業
の
利
活
用

に
関
す
る
協
議
を
4
月
中
に
地
元
関
係

行
政
区
と
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
宮
川
橋
か
ら
坂
下
方
面
に
向
っ
て

の
左
岸
は
勾
配
も
あ
り
、
風
雪
時
に
は

吹
き
溜
ま
り
が
で
き
、
見
通
し
が
悪
い

状
況
な
の
で
、
福
原
地
内
の
既
設
個
所

か
ら
新
宮
川
橋
（
中
開
津
橋
）
ま
で
の

防
雪
柵
（
水
田
に
設
置
す
る
簡
易
式
）

の
設
置
延
長
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

当
該
地
区
の
防
雪
柵
設
置
に
つ
い
て

は
、
町
の
重
点
要
望
箇
所
と
し
て
毎
年

継
続
し
て
県
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

県
か
ら
は
、
防
雪
柵
の
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
の
で
整
備
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

冬
期
間
子
供
た
ち
が
通
学
に
困
難
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
勤
に

も
支
障
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
3
路
線
の
防
雪
柵
設
置
を
強
く

要
望
す
る
。

①
西
金
上
か
ら
国
道
49
号
線
に
通
じ
る

路
線

②
村
田
新
田
か
ら
旧
金
上
小
学
校
裏
南

幹
線
に
通
じ
る
路
線

③
履
形
か
ら
村
田
、
立
川
線
に
通
じ
る

路
線

【
建
設
課
】

当
面
は
、
通
学
路
に
お
け
る
児
童
生

徒
が
安
全
な
歩
行
を
で
き
る
よ
う
機
械

除
雪
に
よ
る
除
雪
サ
イ
ク
ル
を
増
や
し
、

安
全
な
通
学
路
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

（
新
規
）

高
速
道
路
の
り
面
除
草
作
業
実
施

依
頼
（
新
規
）

防
雪
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
延
長
（
新

規
）

新
開
津
橋
の
上
・
下
流
土
砂
撤
去

等
工
事
及
び
堤
防
の
刈
払
い
（
継

続
）

県
道
「
会
津
坂
下
・
会
津
本
郷
線
」

の
防
雪
柵
設
置
延
長
（
継
続
）

通
学
路
の
防
雪
柵
設
置
（
継
続
）

若
宮
地
区
要
望

金
上
地
区
要
望
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和
泉
川
原
地
区
の
町
道
に
架
か
る
幸

橋
は
、
国
道
49
号
か
ら
当
地
区
を
経
由

し
て
下
政
所
地
区
等
へ
通
じ
る
重
要
路

線
で
あ
る
が
、
幸
橋
は
道
幅
が
狭
く
、

か
つ
老
朽
化
が
進
み
車
両
、
歩
行
者
通

行
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
非
常
に

危
険
な
状
況
下
に
あ
る
。
幸
橋
の
早
期

の
架
け
替
え
を
要
望
す
る
。　

【
建
設
課
】

当
面
架
け
替
え
整
備
は
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
町
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
上
で
は
、
中
村
街
道
線
起
点
側
に
あ

た
る
国
道
49
号
か
ら
北
側
へ
延
伸
し
て
、

和
泉
川
原
地
区
の
北
側
に
走
る
1
級
町

道
政
所
・
新
舘
線
を
結
ぶ
重
要
路
線
と

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
こ
の

道
路
整
備
と
合
わ
せ
た
「
幸
橋
」
架
け

替
え
計
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

青
津
地
区
の
西
側
に
国
指
定
の
亀
ヶ

森
・
鎮
守
森
古
墳
が
あ
り
、
ま
た
、
周

辺
に
点
在
す
る
多
く
の
文
化
財
等
が
あ

る
。
そ
れ
ら
と
連
携
す
る
周
遊
コ
ー
ス

等
の
設
定
が
可
能
で
あ
る
と
思
料
す
る
。

　

公
有
化
さ
れ
た
古
墳
周
湟
部
の
整
備

を
先
に
進
め
る
と
と
も
に
、
周
辺
施
設

と
し
て
駐
車
場
等
の
施
設
の
整
備
を
要

望
す
る
。
併
せ
て
、
将
来
的
に
は
観
光

客
の
誘
致
に
寄
与
す
る
よ
う
な
古
代
の

森
を
造
る
よ
う
要
望
す
る
。

【
教
育
課
】

亀
ヶ
森
・
鎮
守
森
古
墳
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
史
跡
の
買
い
上
げ
、

試
掘
調
査
な
ど
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
国
県
の
補
助
を
受
け
な

が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、
国
県
補
助

事
業
と
し
て
、
墳
丘
部
と
周
湟
部
の
境

界
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
箇
所
の
試

掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
は
古
墳
全
体
の
整
備
計
画
で
あ

り
ま
す
周
湟
部
と
墳
丘
部
を
分
割
し
て

整
備
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
ま
ず
周

湟
部
の
公
有
化
を
実
施
し
、
青
津
区
役

員
と
先
進
地
視
察
や
勉
強
会
を
重
ね
、

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
周
湟
部
の

整
備
基
本
設
計
作
成
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

主
要
県
道
で
あ
る
こ
の
路
線
に
お
い

て
佐
藤
分
地
内
は
特
に
道
幅
が
狭
く
、

大
型
車
の
交
互
通
行
に
支
障
を
来
た
し

て
い
る
。
冬
期
間
の
除
雪
に
よ
り
更
に

道
幅
が
狭
く
な
り
、
通
勤
時
間
帯
に
は

渋
滞
も
発
生
し
、
地
区
内
の
生
活
者
に

及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
危
険
な
状
況
に

あ
る
。
当
地
区
内
の
道
路
拡
幅
、
ま
た

は
バ
イ
パ
ス
新
設
の
整
備
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

佐
藤
分
地
内
に
つ
い
て
は
、
要
望
の

と
お
り
大
変
危
険
な
状
態
に
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
も
道
路
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

県
に
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
地
元
区
長
会
か
ら
の
継
続

要
望
を
強
く
受
け
止
め
、
町
の
重
点
要

望
箇
所
と
し
て
道
路
の
拡
幅
整
備
等
に

つ
い
て
、
県
に
引
き
続
き
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

八
日
沢
区
（
蛙
田
）
地
内
の
道
路
改

良
に
つ
い
て
（
継
続
）

　

八
日
沢
区
蛙
田
地
内
の
カ
ー
ブ
は
見

通
し
が
悪
く
、
町
道
と
の
変
則
十
字
路

に
よ
り
非
常
に
危
険
な
箇
所
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
冬
期
間
は
ス
リ
ッ
プ
事

故
が
多
発
し
て
お
り
、
通
勤
・
通
学
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
早
急
の
改
良

を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　

要
望
を
強
く
受
け
止
め
、
町
の
重
点

要
望
箇
所
と
し
て
県
に
要
望
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
県
か
ら
は
、
２
車
線
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
性
を

考
慮
し
な
が
ら
事
業
化
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、
今

年
度
も
事
業
化
の
早
期
実
現
に
向
け
て

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

県
道
入
口
の
急
勾
配
改
良
要
望
で
は
、

傾
斜
部
の
緩
和
及
び
滑
り
止
め
工
事
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
樹
脂
塗
膜

舗
装
の
一
部
は
剥
が
れ
て
お
り
、
今
で

も
一
時
停
止
線
か
ら
の
見
通
し
は
悪
い

状
態
で
す
。

　

大
型
車
の
往
来
で
道
路
の
傷
み
も
早

く
、
豪
雨
時
に
は
冠
水
も
見
ら
れ
る
の

で
、
抜
本
的
な
道
路
嵩
上
げ
の
道
路
改

良
及
び
県
道
入
口
の
急
勾
配
の
解
消
を

要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

急
勾
配
解
消
と
交
差
部
見
通
し
の
改

善
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
道

路
嵩
上
げ
等
の
道
路
改
良
費
の
確
保
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
樹
脂

塗
膜
塗
装
な
ど
の
補
修
と
併
せ
て
冬
期

間
に
お
け
る
交
差
部
の
徹
底
除
雪
を
行

い
、
道
路
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
冠
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
阿

賀
川
河
川
事
務
所
に
冠
水
防
止
に
向
け

た
河
川
改
修
事
業
推
進
の
要
望
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

袋
原
地
区
は
未
だ
に
上
水
道
が
整
備

さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
て
調
査
検
討
さ

れ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
が
、
着
手
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
家
々
が
散
在
す

る
た
め
、
本
管
か
ら
の
引
き
込
み
の
際

は
個
人
負
担
に
対
し
支
援
を
い
た
だ
き
、

一
日
も
早
い
整
備
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

地
区
説
明
会
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

の
結
果
、
60
％
の
世
帯
が
早
急
な
整
備

を
希
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
水
道
加
入

金
や
給
水
装
置
工
事
費
の
個
人
負
担
等

の
関
係
か
ら
、
そ
の
半
数
の
世
帯
が
加

入
に
慎
重
な
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
事
業
費
も
一
億
数
千
万

円
と
な
り
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
も
相
当

高
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
町
水
道
企
業

会
計
か
ら
の
負
担
は
水
道
料
金
の
大
幅

値
上
げ
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
現
時
点
で
事
業
化
を
進
め
る
こ
と

は
困
難
と
考
え
ま
す
。

当
面
は
、
上
水
道
未
給
水
地
区
へ
の

補
助
金
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

八幡地区要望
池田　英俊氏（平井）

広瀬地区要望
松本　幹生氏（青木）

川西地区要望
齋藤　史隆氏（見明）

町
道
に
架
か
る
幸
橋
の
早
期
架
け

替
え
（
継
続
）

亀
ヶ
森
・
鎮
守
森
古
墳
周
辺
の
整

備
（
継
続
）

「
喜
多
方
・
会
津
坂
下
線
」
三
谷

字
佐
藤
分
地
内
の
拡
幅
ま
た
は
バ

イ
パ
ス
新
設
整
備
（
継
続
）

県
道
「
熱
塩
加
納
・
会
津
坂
下
線
」

の
道
路
改
良
整
備
（
継
続
）

町
道
「
袋
原
線
」
の
道
路
改
良

（
継
続
）

袋
原
地
区
の
上
水
道
導
入（
新
規
）

広
瀬
地
区
要
望

川
西
地
区
要
望
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こ
の
県
道
の
重
要
性
は
今
更
申
し
上

げ
る
ま
で
も
な
く
、
町
及
び
地
域
の
活

性
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
継
続

的
に
早
期
の
全
線
開
通
を
県
に
対
し
強

く
要
望
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

【
建
設
課
】

県
道
赤
留
塔
寺
線
の
整
備
促
進
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
早
期
開
通
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
町
並
び
に
赤
留
塔
寺
線
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
共
々
重
点
要
望
箇

所
と
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
無
川
は
、
大
雨
・
台
風
時
に
は
、

水
量
及
び
流
速
が
早
く
危
険
を
伴
う
と

と
も
に
、
低
床
版
に
過
掘
が
み
ら
れ
ま

す
。
早
期
に
三
面
の
補
修
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
気
多
宮
地
区
に
お
い
て

の
蛇
行
箇
所
の
改
修
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　

今
後
も
施
設
の
劣
化
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
年
次
計
画
で
修
繕
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
気
多
宮
地
内
の
蛇
行
箇
所

の
改
修
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
現
地
確

認
し
な
が
ら
事
業
化
の
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

閉
園
し
て
か
ら
年
月
が
経
ち
荒
廃
し

て
お
り
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
中
心

と
な
り
除
草
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

空
き
家
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域

の
安
全
性
の
観
点
か
ら
良
く
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
塔
寺
住
宅
も
同
じ

よ
う
な
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
解
体
を

要
望
す
る
。

跡
地
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
政
策
財
務
課
】

老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
危
険
な
こ
と

か
ら
取
り
壊
し
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

取
り
壊
し
の
時
期
及
び
跡
地
の
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
の
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
町
有
財
産
審
議
会
等
に
お
い

て
十
分
に
検
討
を
行
い
、
町
全
体
の
計

画
の
中
で
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

束
松
峠
は
、
旧
街
道
の
面
影
が
今
に

残
る
道
で
あ
り
、
我
が
町
の
賑
わ
い
創

出
が
期
待
で
き
る
宝
で
あ
る
。
洞
門
の

復
元
と
共
に
洞
門
前
の
整
備
、
洞
門
別

れ
か
ら
峠
の
茶
屋
ま
で
の
整
備
と
修
復

を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

　

県
道
別
舟
渡
線
束
松
峠
に
つ
い
て
は
、

県
が
策
定
し
た
「
ふ
く
し
ま
の
新
し
い

県
土
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、「
歩

く
県
道
」
と
し
て
整
備
す
る
よ
う
決
定

さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
も
道
普
請
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
方
々
と

の
懇
談
会
を
通
し
て
具
体
的
な
整
備
方

針
や
歴
史
的
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
の

保
全
計
画
等
を
策
定
し
て
、
地
域
の

方
々
と
と
も
に
街
道
修
繕
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
の
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

消
雪
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
機
械

除
雪
対
応
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現

実
は
適
正
な
対
処
に
至
っ
て
い
な
い
。

豪
雪
時
の
安
全
確
保
が
急
務
と
考
え
て

お
り
早
期
整
備
を
強
く
要
望
す
る
。
ま

た
鐘
撞
堂
峠
は
冬
期
間
ス
リ
ッ
プ
事
故

が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
安
全
対
策
を

講
じ
、
併
せ
て
、
県
道
側
溝
及
び
路
肩

の
雑
草
に
つ
い
て
も
適
正
な
管
理
を
要

望
す
る
。
更
に
、
県
道
別
舟
渡
線
を
国

道
へ
の
ル
ー
ト
と
す
る
方
針
も
決
定
さ

れ
、
現
地
調
査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
今
後
も
整
備
促
進
に

向
け
た
取
組
み
を
要
望
す
る
。

【
建
設
課
】

消
雪
装
置
の
設
置
、
側
溝
及
び
路
肩

の
雑
草
の
適
正
管
理
さ
ら
に
は
鐘
撞
堂

峠
の
冬
期
間
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

只
見
川
基
幹
農
道
か
ら
の
国
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
ま
す
県
道
別
舟

渡
線
の
急
峻
な
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
改
良
整

備
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
町

の
最
重
点
要
望
箇
所
と
し
て
県
に
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
潟
・
福
島
集
中
豪
雨
災
害
に
よ
り

只
見
川
沿
岸
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
防
災
対
策
に
つ
い
て
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
情
報
伝
達
の
迅
速

化
を
要
望
す
る
。
更
に
、
氾
濫
防
止
対

策
と
し
て
河
川
整
備
計
画
を
策
定
中
と

の
こ
と
だ
が
、
い
ま
だ
に
崩
落
が
続
い

て
い
る
箇
所
や
、
侵
食
さ
れ
危
険
な
状

況
に
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
早
急
に
安

全
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
整
備
計

画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
只
見
川
土
地

改
良
区
の
揚
水
機
場
の
運
転
に
配
慮
し

た
計
画
と
す
る
よ
う
要
望
し
、
併
せ
て
、

河
道
内
の
樹
木
の
伐
採
等
、
適
正
な
管

理
を
お
願
い
す
る
。

【
総
務
課
】

現
在
行
政
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
お
り
、
併
せ
て
か
ね
て
よ
り

要
望
の
あ
っ
た
地
区
に
は
、
全
世
帯
に

戸
別
受
信
機
の
設
置
を
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
迅
速
な

情
報
伝
達
が
期
待
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

【
建
設
課
】

県
か
ら
は
、
今
年
度
に
お
い
て
窪
倉

地
区
の
農
用
地
崩
落
下
部
の
河
川
区
域

内
護
岸
整
備
工
事
を
実
施
す
る
旨
の
回

答
を
得
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業
説
明

会
を
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
洲
走
区
の
侵

食
箇
所
の
現
地
調
査
も
早
い
時
期
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
で

只
見
川
河
川
改
修
計
画
を
策
定
中
で
す

の
で
、
案
が
整
い
次
第
、
区
長
会
、
改

良
区
等
と
綿
密
な
協
議
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
産
業
課
】

窪
倉
区
の
農
用
地
の
流
出
及
び
崩
壊

箇
所
に
係
る
復
旧
に
つ
い
て
は
、
24
年

12
月
に
完
了
し
た
当
該
地
区
の
危
険
エ

リ
ア
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
耕
作
可
能

と
な
る
農
地
の
線
引
き
を
行
い
、
作
業

の
安
全
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
崩
落
し
た
農
地
の
復
旧
に
つ

い
て
は
補
助
事
業
に
よ
る
事
業
化
を
引

き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
揚
水
機
場
に
つ
い
て
も
支
障
が
出

な
い
よ
う
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高寺地区要望
高梨　茂氏（本名）

県
道
「
赤
留
・
塔
寺
線
」
の
早
期

全
線
開
通
（
継
続
）

水
無
川
の
改
修
工
事
（
新
規
）

旧
八
幡
幼
稚
園
及
び
塔
寺
住
宅
の

解
体
（
新
規
）

歴
史
薫
る
宿
場
町
の
束
松
地
区
、

緑
と
自
然
豊
か
な
山
間
を
走
る
束

松
峠
を
「
歩
く
県
道
」
と
し
て
の

整
備
促
進
（
継
続
）

県
道
２
路
線
沿
線
集
落
及
び
舟
渡
バ
イ
パ

ス
の
消
雪
施
設
の
設
置
並
び
に
県
道
の
適

正
な
管
理
と
鐘
撞
堂
峠
の
事
故
多
発
解
消

対
策
・
只
見
川
基
幹
農
道
の
供
用
開
始
に

伴
う
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
促
進
（
継
続
）

只
見
川
洪
水
を
教
訓
と
し
た
、
防

災
対
策
の
充
実
と
河
川
護
岸
の
整

備
（
継
続
）

前　

樋
口
分　

八
百
坂
吉
広

前　

中
開
津　

佐
　

正
年

前　

塔
寺
二
区　

荒
堀　

時
男

前　

平　
　

井　

山
内　
　

公

前　

坂
下
地
区　

梨
子
本　

傑

前　

若
宮
地
区　

渡
部
孝
太
郎

前　

金
上
地
区　

渡
部　

昭
一

前　

広
瀬
地
区　

石
綿　

宗
一

前　

川
西
地
区　

井
上　

秀
行

前　

八
幡
地
区　

佐
　

勝
司

前　

高
寺
地
区　

渡
辺　

榮
一

感
謝
状
贈
呈

（
退
任
さ
れ
た
地
区
会
長
）

町
駐
在
員
表
彰
（
区
長
自
治

会
長
と
し
て
５
年
以
上
在
職
）

八
幡
地
区
要
望

高
寺
地
区
要
望
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総務課　危機管理班除染対策係からのお知らせ

町の除染について

○除染ってなにをするの？
町は平成24年10月 5 日付けで除染実施計画《第 1版》を策定し、この計画に沿って除染を実施して

います。
町が実施している除染作業は、全面的に実施する面的な除染ではなく、線量が高いところのみ部分

的な除染を行うホットスポット除染です。

○町の除染はどのくらい進んでいるの？
　町は平成24年度に教育施設から除染を開始し、スケジュールに沿って実施してきました。また、平
成26年 3 月27日付けで除染実施計画≪第 2版≫に改定し、スケジュールを一部見直しました。
　これまでの、除染の実施状況をお知らせします。

年　　度 24 25 26 27

実施スケジュール
教育施設
仮置場

公共施設
若宮、金上、
広瀬地区

坂下地区 川西、八幡、
高寺地区

実施状況
除染完了
設置完了

線量調査完了
除染作業中 説明会終了 －

○放射性物質があるところは、こんなところです
会津坂下町は、全体的に比較的放射線量が低い地域となっています。
しかし、今までの調査結果からも下の図のような場所では、局所的に放射線量が高くなっている部

分（ホットスポット）があるようです。

除染作業を実施している地区では、作業車両などが通行しますので、周辺のみなさまのご協力をお
願いいたします。
町は、今後もできるだけ迅速な除染作業に取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願いい

たします。

【問い合わせ先】総務課　危機管理班　除染対策係　☎８４-１５２７
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建設課　上下水道班からのお知らせ

家庭から排出される天ぷら油やサ

ラダ油等が、下水道管内で固形化し

た後に、処理場に流れ着いた塊

下水道の正しい使用をお願いいたします
町の下水道施設（公共下水道・農業集落排水施設）は、雑排水や汚水のみを処理できる施設となっ

ております。
そのため、処理できない異物を流されてしまうと、下水道管の閉塞や下水処理場の機械の故障等が

発生し、処理水質の悪化や処理機能の停止等が予想され、ご利用の皆様にご不便をかけるようになっ
てしまいます。

★トイレには、トイレットペーパー以外の物は流さない★
　水に溶けない紙や紙おむつ、タバコやガムなどを流すと詰まりの
原因になります。

★残飯等のゴミを流さない★
台所では、野菜くずや残飯を流さないで下さい。下水道管
の詰まりの原因となります。

★天ぷら油やサラダ油等の廃油や危険物は流さない★
下水道管内で石鹸成分と油成分が化合して固まり、詰まりの原因になります。
また、ガソリン、シンナー、石油、アルコール類などの揮発性の高い危険物を流すと爆発を起こす

原因となったり、処理機能低下の原因となってしまいます。

★異物は絶対に流さない★
下水処理場では、汚水の処理を開始してから想定できない異物の流入により、幾度も処理機能停止

の危険にさらされています。
　下の写真にある子供のおもちゃやスプレー管のほか、タオルやハンカチ・ゴム手袋・ヘアブラシ・
生ゴミ・ビニール製品・プラスチック製品が確認されています。

【問い合わせ先】
　建設課　上下水道班
○上下水道料金、各種手続きについて
　業務係　☎８４－１５３０
○上下水道工事･施設等について
　施設係　☎８４－１５３１
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後期高齢者医療制度のお知らせ
保険料率は、福島県内の後期高齢者の方の 2年間の医療給付費（総医療費から窓口負担額を除いた

額） を推計し、2年ごとに見直しを行っています。平成26年度及び27年度の保険料は次のとおりです。 

区　分 現行の保険料率
（平成 24・25 年度）

新しい保険料率
（平成 26・27年度）

均等割額 ４０，０００円 ４１，７００円
所得割率 ７．７６％ ８．１９％

平成26年度の保険料額及び納付方法については、 8月以降にお知らせします。
所得の低い方や被用者保険の被扶養者であった方に対する「保険料の軽減」は、平成26年度も継続

されます。

【保険料の算定方法】

保険料
（年額）

＝

均等割額
（被保険者全員が均等に負担）

＋

所得割額
（所得に応じて負担）

均等割額と
所得割額の合計
※最高限度額57万円
　100円未満切り捨て

４１，７００円
※世帯の所得に応じて軽減
措置があります。

総所得金額等
－３３万円 ×所得割8.19％

※被保険者の所得に応じて軽減措
置があります。

　※広域連合内（県内）では、原則として同じ保険料率が適用されます。

【保険料の計算例】

生活課　保険年金班高齢者支援係からのお知らせ

1 ．単身者の場合

例
被保険者の
公 的 年 金
収入（所得）

均等割額 所得割額 保険料額

1  80万円
（　0万円）

4,170円
（9割軽減） 0円  4,100円

2 153万円
（ 33万円）

6,255円
（8.5割軽減） 0円  6,200円

3 211万円
（ 91万円）

33,360円
（2割軽減）

23,751円
（5割軽減） 57,100円

4 260万円
（140万円） 41,700円 79,433円 121,100円

2 ．夫婦 2人世帯で夫が世帯主の場合

例
被 保 険 者 の
公的年金収入
（所得）

均等割額 所得割額 保険料額

1
夫  80万円
（　0万円）

4,170円
（9割軽減） 0円  4,100円

妻  80万円
（　0万円）

4,170円
（9割軽減） 0円  4,100円

2
夫 153万円
（ 33万円）

6,255円
（8.5割軽減） 0円  6,200円

妻  80万円
（　0万円）

6,255円
（8.5割軽減） 0円  6,200円

3
夫 211万円
（ 91万円）

20,850円
（5割軽減）

23,751円
（5割軽減） 44,600円

妻  80万円
（　0万円）

20,850円
（5割軽減） 0円 20,800円

4
夫 260万円
（140万円）

33,360円
（2割軽減） 79,443円 112,800円

妻  80万円
（　0万円）

33,360円
（2割軽減） 0円 33,300円

【問い合わせ先】
　生活課保険年金班
　☎８４－１５１３
　福島県後期高齢者医療広域連合
　☎０２４－５２８－９０２５

14



町史編さんだより

◆
販
売
書
籍
の
ご
案
内

町
史
編
さ
ん
室
で
発
刊
し
た
書
籍
は
販

売
し
て
い
ま
す
。

町
史
編
さ
ん
室
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ

ば
購
入
で
き
ま
す
し
、
町
内
お
う
み
や
書

店
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
書
籍
を
一
覧

に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お
買
い
求

め
の
上
ご
愛
読
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

教
育
課　

社
会
文
化
班

　

町
史
編
さ
ん
室　

　

☎
83
-
3
0
1
0

◆
町
史
編
さ
ん
室
の
移
転
と
新
体
制

町
の
機
構
改
革
に
伴
い
町
史
編
さ
ん
室

が
移
転
し
ま
し
た
。
新
し
い
事
務
室
は
中

央
公
民
館
2
階
、
も
と
視
聴
覚
室
だ
っ
た

部
屋
で
す
。

ま
た
、
こ
の
4
月
か
ら
町
史
編
さ
ん
専

門
員
と
し
て
山
都
町
に
お
住
ま
い
の
小
澤

弘
道
氏
が
勤
務
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
小
澤
氏
は
過
去
に
山
都
町
史
、
塩
川

町
史
等
を
手
が
け
ら
れ
た
町
史
編
さ
ん
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。
現
在
進
行
中
の

『
会
津
坂
下
町
史
第
4
巻
資
料
編
Ⅰ
考
古
』

編
さ
ん
作
業
に
む
け
て
心
強
い
限
り
で
す
。

新
年
度
に
な
っ
て
数
日
が
経
ち
、
室
内

も
整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、

中
央
公
民
館
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
、
新

し
く
な
っ
た
町
史
編
さ
ん
室
に
も
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

新
年
度
を
迎
え
て

新
年
度
を
迎
え
て

書籍名 発行年 価格（円） 主な内容

第
1
次

　

町
史

会津坂下町史Ⅱ文化編 昭和51 2,000 町内の文化財を写真付きで紹介。国指定重要文
化財「塔寺八幡宮長帳」を収録。

会津坂下町史Ⅲ歴史編 昭和54 2,000 会津坂下町の原始から江戸末期までの通史。

第
2
次
町
史

会津坂下町史第六巻資料編Ⅲ
近代現代（上）学校文書 平成18 2,500 統合前の町内小中学校所蔵資料を収録。各小中

学校の校歌・年表などを掲載。
会津坂下町史第六巻資料編Ⅲ
近代現代（下） 平成23 5,000 明治から平成までの町内関係資料約800点を収

録。「戦没者名簿」掲載。

会津坂下町史第三巻通史編Ⅲ
近代現代 平成24 5,000

戊辰戦争直後から平成まで。読みやすい会津坂
下町の歴史書。「会津坂下町近代現代年表」掲
載。

会津坂下町史資料目録第 1集 平成17 1,000 生江敬久家・坂内成夫家・高畑喜芳家・小池孝
家文書収録。

会津坂下町史資料目録第 2集 平成17 750 町立小中学校所蔵資料・会津坂下町役場所蔵資
料。

会津坂下町史資料目録第 3集 平成19 650 赤城榮一家・石田長家・小林惣之助家・佐瀬芳
正家・二瓶洪一家、他 2件の文書収録。

会津坂下町史資料目録第 4集 平成20 1,000 稲垣宗平家・長谷川勝家文書収録。

会津坂下町史資料目録第 5集 平成21 1,600 窪倉区・天屋区・小原自治会・中村区、平井区、
他 2件の文書収録。

会津坂下町史資料目録第 6集 平成23 1,800 赤城キミイ家・佐藤浩平家・平田隆家文書収録。

会津坂下町史資料目録第 7集 平成24 1,100 薄嘉明家・齋藤与志夫家・桒原幸子家、佐藤聰
家・佐原次郎家、他 7件の文書収録。

会津坂下町史資料目録第 8集 平成25 1,300 齋藤洋子家文書収録。
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朝食を毎日食べていますか？

必ず食べる
83%

1週間に４～５日
食べる 7%

１週間に２～３日
食べる 4%

ほとんど食べない
6%

食育アンケートより～会津坂下町の現状～

食育だより

ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

【問い合わせ先　健康管理センター　☎83-1000】

今年度も、「食育」の体験事業として家庭料理、郷土料理の実習を
行い、計10組の親子が参加し、大好評でした。
メインは前回要望のあった「ニシンの山椒漬け」です。山に囲まれ

た会津では、北海道で乾物に加工された身欠きニシンが貴重なタンパ
ク源でした。生魚が流通していなかった時代、日持ちする身欠きニシ
ンを先人たちの知恵により、工夫して調理され保存食として食べられ
てきました。
郷土食は、山の幸と海の幸とを上手に組み合わせた手作りの自然食です。食づくりへの思いや知恵

について伝えながら、ふるさとの味をこれからの食生活に活かして頂きたいと思っています。

平成25年度、20代～40代保護者世代362人を
対象に食育アンケートを実施しました。
朝食摂食率は約83%です。健全な生活リズム
の定着は特に毎日の朝食が大切です。
朝ごはんをしっかり食べて健康な毎日を過ご
しましょう。
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その53

おふくろクッキング教室より～食文化の継承～

☆★５月19日（食育の日 家庭料理の日）おすすめレシピ★☆

材料（15本分）
ニシン（上乾） 15本
山椒の葉 片手一杯
酢 450㏄
みりん 50㏄
酒 50㏄
しょうゆ 100㏄
めんつゆ 50㏄
砂糖 大さじ1

＜作り方＞
①身欠きニシンは頭と尻尾と背びれを切り
落とし、うろこを丁寧に取除く。
②ニシンの漬け鉢(なければ深い鉢など)に山椒の葉、ニシンを交互
に重ねる。
③しょうゆ、酒、砂糖、酢等を用いた漬け汁を注ぐ。　
④押し蓋をし、さらに重石をして4～5日漬ける。
※調味料の中に酢を入れると味もさっぱりし、又、骨が柔らかくな
り日持ちもよくなります。



図書室だより

中央公民館図書室　☎83-3010（定休日 : 第２火曜日）

新緑がさわやかな季節となりました。なにかと忙しくなってくる時期ではありますが、そんな時
こそ一息ついてゆっくり読書してみてはいかがでしょうか？

小説 『村上海賊の娘』；上・下

和田竜 著
新潮社

戦国時代の瀬戸内海で、「海賊王」と呼ばれた
村上武吉の娘・景（きょう）が、信長に攻め立
てられ窮地に陥った本願寺を救うため、戦いに
身を投じていく姿を描いた長編時代小説です。
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☆今月のおすすめ本☆

2014年本屋大賞受賞作
『村上海賊の娘』；上・下

まちの本屋の店員さんが読んで「面白
かった」と思った、数々の本のなかから
選ばれた「みなさんにおすすめしたい
本」の『2014年本屋大賞』の本が決定し
ました。ぜひ読んでみてください。

☆本屋大賞にノミネートされた、以下の図書もおすすめです。
本のタイトル 著者名 出版社

『昨夜のカレー、明日のパン』 木皿泉 著 河出書房新社
『島はぼくらと』 辻村深月 著 講談社
『さようなら、オレンジ』 岩城けい 著 筑摩書房
『とっぴんぱらりの風太郎』 万城目学 著 文藝春秋
『教場』 長岡弘樹 著 小学館
『ランチのアッコちゃん』 柚木麻子 著 双葉社
『想像ラジオ』 いとうせいこう 著 河出書房新社
『聖なる怠け者の冒険』 森見登美彦 著 朝日新聞出版
『去年の冬、きみと別れ』 中村文則 著 幻冬舎

『ブックスタート』
ボランティア募集！！

健診時に、保護者の方に絵本の楽しさや大切
さについて簡単な説明をしてくださるボランテ
ィアの方を随時募集しています。興味のある方
は、お気軽にお問い合わせください。　

問い合わせ先
中央公民館　☎83-3010

　 5月23日（金）の10ヶ月児健診時は、
『ブックスタート』実施日です。
　会津坂下町では10ヶ月児健診を受診
される赤ちゃんを対象に、絵本の
プレゼントをしています。

絵本の本絵 の本本絵本の本本の

お知らせ



４月１日役場南分庁舎（福島銀行旧
坂下支店）のオープンセレモニーが
行われました

役場の組織機構の見直しにより、「教育課教
育総務班」と「子ども課子ども支援班（新設）」
が南分庁舎に移り、子育てに関する窓口の一本
化を図りました。子ども支援班では、従来役場
福祉班で受け付けていた子どもに関する事務
（児童手当、児童扶養手当、乳幼児・児童医療
費、ひとり親家庭医療費、放課後児童クラブ等）
と幼稚園・保育所に関する事務を行います。ま
た、働くお母さん方の子育て支援についても検
討し実施していきます。
南分庁舎には、お子さん連れのお母さんが安

心して手続きができるよう、キッズスペースに
絵本やぬいぐるみを用意しました。また、赤ち
ゃんのオムツ換えも出来るようベビーベッドも
ありますので、どうぞお気軽にお立ち寄りくだ
さい。
▼問い合わせ先
　教育課教育総務班　　　☎84 - 3711
　子ども課子ども支援班　☎84 - 3712

内川湧太くん（坂下中）
全日本ジュニアスキー選手権大会出場

　 3月20日、内川湧太くんが、 3月28日～30日まで北
海道歌志内市で行われるＪＯＣジュニアオリンピック
カップ全国ジュニア競技会兼全日本ジュニアスキー選
手権大会（全国大会）出場の報告のため来庁しました。
　福島県スキー連盟の平成26年度強化合宿事業第 5次
合宿参加者に選抜されての全国大会出場で、種目はス
キーアルペン競技のスラローム、ジャイアントスラロ
ームに出場しました。
　内川くんは、「初めての北海道大会で慣れない部分
もありますが精一杯攻めてベストを尽くします！」と
抱負を語りました。

教育委員会指導主事
湯田眞佐利さん　あいさつ

このたび、 4月 1日付をもちまして、会津坂下町教
育課に主幹兼指導主事として着任いたしました湯田眞
佐利と申します。
町では平成25年 4 月に「一つの学園構想」を目的と
した教育施設適正配置により、会津坂下町ならではの
質の高い公教育体制へと移行し、幼稚園・小学校・中
学校あわせて 5つの教育施設で一貫性、共通性、継続
性のある取り組みがスタートしました。その成果を高
めなければならない重要な時期に、教育委員会の一員
として町の教育の振興に関わらせていただくことは、
大変光栄であると同時に身の引き締まる思いです。
微力ではございますが、誠心誠意努めてまいります
のでよろしくお願いいたします。
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磐越自動車道
新鶴スマートI.C24時間運用決定！
【平成26年6月1日（日）午前6時から】利用対象車種

ETCカード
ETC車載器を
搭載した、長さ
12ｍまでの車両

交通安全用品贈呈式

　 3月31日、新入学児童・新入園児の交通安全
用品贈呈式が会津坂下警察署で開催されました。
明るい社会づくり運動両沼地区協議会から黄色
い帽子、町交通対策協議会からランドセルカバ
ーや夜行反射シール、会津坂下地区交通安全協
会から交通安全腕章や交通安全ワークブックな
どが贈呈されました。
新入学児童を代表して佐藤文祐くん（上金

沢）、新入園児を代表して戸谷友花さん（桜木
町）に贈呈した交通安全用品を身につけてもら
いました。

JA会津みどり　様
「農業に関する副読本」

㈱佐藤電設　様
「ＬＥＤ照明器具　20台」

坂下町内５年生以上の児童たちに食農教育へ
の理解と関心を深めてもらうため

ばんげひがし公園・鶴沼球場外周通路の夜間
の照明に使用してもらうため

ご寄付に感謝します

新鶴スマートインターチェンジがいつでも利用できるようになります
現在、午前 6時から午後10時までの利用時間限定で運用しております「新鶴スマートインターチェンジ」

が、平成26年 6 月 1 日（日）午前 6時から、24時間運用となり、いつでも利用できるようになります。さ
らに便利で使いやすいスマートインターチェンジとなりますので、皆様のご利用をお願いします。
▼問い合わせ先　政策財務課　政策企画班　☎84 - 1504
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新井田　佑香（中村）
子ども課　坂下南幼稚園

　 4月から坂下南幼稚園に配属に
なりました新井田佑香です。日々
成長していけるよう、一生懸命頑
張りますので、どうぞよろしくお
願いいたします。

鈴木　章浩（新町）
教育課　社会文化班

　生まれ育った会津坂下町のため
に一生懸命頑張りたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

会津坂下町役場の
新戦力

昨年行った採用試験
の結果、10人が職員と
して採用され、 4月 1
日から働き始めまし
た。会津坂下町の次世
代を担う、新採用職員
を紹介します！！

小池　菜月（青津）
子ども課　坂下東幼稚園
会津坂下町で働くことがで

き、とても嬉しく思います。子
どもたちが笑顔で安心して過ご
すことができる幼稚園になるよ
うに、精一杯努力していきたい
と思います。どうぞよろしくお
願いいたします。

田中　千絵（福島市）
生活課　福祉健康班

　 4月に新採用となりました田中千
絵と申します。出身は福島市ではあ
りますが、私にとって思い入れの強
い会津坂下町のために働かせて頂け
ることになり嬉しく思っております。
まだまだ未熟な社会人ですが、町の
ために頑張ってまいりますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

加藤　秀法（青津）
子ども課　子ども支援班

　会津坂下町の職員として働か
せて頂けることを大変うれしく
思っております。会津坂下町の
ために何ができるか何をすべき
かということを常に頭に置い
て、明るく笑顔で元気に努力し
ていきたいと思います。よろし
くお願いいたします。

菊地　悠美（羽林）
子ども課　坂下南幼稚園

子どもの頃からの夢だった幼稚
園の先生になることができ、大変
うれしく思います。生まれ育った
会津坂下町で、子どもたちの笑顔
と共に、明るく元気に頑張ってい
きますのでどうぞよろしくお願い
いたします。

大島　頼子（福島市）
生活課　保険年金班

会津坂下町の職員として働ける
事をとても嬉しく思っております。
笑顔で頑張りたいと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。

冠木　仁（会津美里町）
産業課　農林振興班

　春から産業課農林振興班配属と
なりました冠木仁です。自分の長
所である明るさを武器にして、 1
日でも早く会津坂下町になじめる
よう努力していきます。どうぞよ
ろしくお願いいたします。
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固定資産評価審査委員会委員
渡辺榮一さんを選任

監査委員
仙波利郎さんを選任

須藤　夏美（原）
子ども課　ばんげ保育所
生まれ育った会津坂下町で、
坂下町の将来を担う子どもたち
のために働くことができ、心よ
り嬉しく思います。元気あふれ
る子どもたちと共に、笑顔を絶
やさず精一杯頑張りたいと思い
ますので、よろしくお願いいた
します。

固定資産評価審査委員会は、固
定資産税の課税価格の不服の申し
立てについて審査を行う機関であ
り、 3名の委員で構成されており
ます。
その委員の一人の佐 勝司さん

（塔寺）が 4月12日で任期満了と
なり、後任に渡辺榮一さん（舟渡）
が選任されました。
　 4月17日に新任となる渡辺さん
には選任書が、退任となる佐 さ
んには感謝状がそれぞれ町長から
手渡されました。
また、同日第 1回の委員会が開
催され、新委員長に古川邦夫さん
（福原）、職務代理者に飯塚正治さ
ん（鉄砲町）が選任されました。

平成18年 4 月 4 日から 2 期 8 年
間、監査委員を務められた信野廣さ
ん（柳町）に代わり、この度、議会
の同意を得て、仙波利郎さん（青木）
が選任されました。
任期中の信野さんの功績に感謝す

るとともに、後任の仙波さんのご活
躍を期待します。
退任された信野さんには 4月 4日

に町長から感謝状が贈呈されまし
た。

鈴木　有紀子（舟渡）
子ども課　坂下東幼稚園
大好きな子どもたちのため
に！大好きな坂下町のために!
今日から私もスタート地点に立
ちました。子どもたちと共に学
び、成長していきたいです。元
気に笑顔で自分らしく頑張りま
すのでよろしくお願いいたしま
す。

住民の声をお聞かせください
今月号の広報へ「住民の声」を折り込みいたしました。町に対する皆さんの意見、要望、提案、苦情な

どなんでも結構です。建設的な意見をお待ちしております。必ず回答いたしますので、記名投票でお願い
いたします。氏名の公表はいたしません。
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会津坂下町束松振興センター
4月12日に開所式気多宮街なみ交流センター

4月26日に開所式

交通安全祈願ミニわらじ贈呈式

天屋・本名地区に会津坂下町束
松振興センターが完成し、 4月12
日に開所式を行いました。
開所式では、町長が関係各位の
労苦と協力に感謝を申し上げ、「今
後、束松地域の伝統・文化を子供
たちへ継承する地域交流や安心・
安全な避難所としての役割に期待
し、本施設が、地域の方々に愛さ
れる施設になることを願います。」
とあいさつしたあと、関係者によ
るテープカットが行われました。
施設には、束松資料展示スペー
ス、小会議室、大会議室、調理室、
多目的トイレ等を備えています。
【施設概要】
○木造平屋建て（県産木材使用）
○建築面積：190.46㎡　

気多宮地区内で整備が進められ
ていた会津坂下町気多宮街なみ交
流センターがこのほど完成し、 4
月26日に開所式が行われました。
町長が「街なみ環境保全と地域

振興の拠点なることを期待しま
す。」とあいさつし、その後、関
係者によるテープカットで開所を
祝いました。
この施設は、酒井俊一郎氏から

寄付を受けた土蔵を改修し、国の
補助事業（街なみ環境整備事業）
により町が整備したものです。
【施設概要】
○土蔵造二階建て
○建築面積：160.93㎡

八日沢の山内真一さんから町内の小学校新入児童のためにミニわ
らじが贈呈されました。交通事故にあわないようにと一つ一つすべ
て手作りにこだわり、坂下南小・坂下東小の新入学児童分を作成し
ました。

鳥獣被害対策実施隊辞令交付

会津坂下町鳥獣被害対策実施隊
辞令交付式が行われました。隊員
の方々が出席し、代表して芥川克
己隊員に町長より辞令が交付され
ました。隊員の任期は 2年で、鳥
獣による農作物等に係る被害の防
止にあたります。

防霜対策本部設置及び
構成員委嘱状交付

霜による農作物の被害が予想さ
れる時期を迎え、町では防霜対策
本部を設置し、霜注意報の連絡や
技術指導、被害状況の取りまとめ
等を正確かつ迅速に行うため、関
係機関の連携により構成員を任命
しました。構成員を代表して長谷
川正市副本部長（ＪＡ会津みどり
代表理事組合長）に、町長より委
嘱状が交付されました。
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平
成
27
年
4
月
採
用
町
職
員
候
補

者
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
試
験
職
種

一
般
事
務
（
大
学
卒
・
短
大
卒
程

度
・
高
校
卒
）

幼
稚
園
教
諭（
短
大
卒
程
度
以
上
）

管
理
栄
養
士（
短
大
卒
程
度
以
上
）

▼
採
用
予
定
人
員

　

一
般
事
務　
　

若
干
名

　

幼
稚
園
教
諭　

若
干
名

　

管
理
栄
養
士　

1
名

▼
受
験
資
格

○
一
般
事
務

　

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
大
学
・
短
大
程
度
・
高

校
を
卒
業
又
は
平
成
27
年
3
月
に
卒

業
見
込
の
者
。

○
幼
稚
園
教
諭

　

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
短
大
程
度
以
上
を
卒
業

又
は
平
成
27
年
3
月
に
卒
業
見
込
み

の
者
。

　

保
育
所
勤
務
も
有
る
の
で
、
幼
稚

園
教
諭
及
び
保
育
士
の
両
方
の
資
格

を
有
す
る
者
。

○
管
理
栄
養
士

　

昭
和
49
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
短
大
程
度
以
上
を
卒
業

又
は
平
成
27
年
3
月
に
卒
業
見
込
み

の
者
。
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す

る
者
。

▼
受
付
期
間

5
月
19
日
（
月
）
〜
6
月
20
日

（
金
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
試
験
期
日

○
大
学
卒
・
短
大
卒
程
度

7
月
27
日
（
日
）

教
養
試
験
・
一
般
性
格
診
断
検
査

職
場
適
応
性
検
査

○
高
校
卒

9
月
21
日
（
日
）

教
養
試
験
・
一
般
性
格
診
断
検
査

職
場
適
応
性
検
査

▼
試
験
会
場

○
大
学
卒
・
短
大
卒
程
度

福
島
大
学

福
島
市
金
谷
川
1
番
地

☎
0
2
4
‐
5
4
8
‐
5
1
5
1

○
高
校
卒

　

会
津
管
内
（
場
所
未
定
）

※
申
込
用
紙
は
、
町
役
場
総
務
課
行

政
管
理
班
で
交
付
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
管
理
班

　

☎
84
‐
1
5
0
3

〝
一
生
に
一
度
〞
の
成
人
式
を

　
　

心
に
残
る
成
人
式
に
・
・
・

仲
間
と
と
も
に
創
ろ
う
!

町
で
は
、
今
年
も
8
月
15
日
に
夏

の
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

新
成
人
の
手
に
よ
る
有
意
義
な
式

典
と
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
式
の
企
画
・
運
営
等
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

該
当
者
は
、
平
成
5
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
会
津
坂
下
町
に
住
所

を
有
す
る
方
及
び
、
町
内
小
・
中
学

校
に
在
籍
し
て
い
た
方
。

▼
申
込
方
法

①
本
人
来
館
②
電
話
③
F
A
X

④e-m
ail

の
場
合

cyuou@
tow
n.aizubange.fuku

shim
a.jp

※
③
④
の
場
合
は
、
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
連
絡
先
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

先
着
10
名
程
度

▼
申
込
期
限

　

5
月
30
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課
社
会
文
化
班
（
中
央
公
民

館
内
）

　

☎
83
‐
3
0
1
0

　

℻  
83
‐
4
4
9
8

※
成
人
式
の
案
内

該
当
者
の
方
に
は
、
後
日
会
津
坂

下
町
の
実
家
へ
通
知
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

5
月
12
日
（
月
）

▼
場
所
・
時
間　

会
津
坂
下
町
役
場　

○
午
前
9
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
12
時
30
分

○
午
後
2
時
〜

　
　
　
　

午
後
4
時
30
分

※
当
日
は
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ば

ん
げ
の
協
力
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

①
16
〜
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
〜
64
歳
ま
で

に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重　
　

男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
　

女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
活
課
福
祉
健
康
班　

　

健
康
増
進
係

　

☎
83
‐
１
０
０
０

㈱あいづダストセンター  

461 TEL 0242-36-5351
4330-23 TEL 0241-42-2890

お information
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お information

粗
大
ご
み
の
収
集
を
左
記
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
年
に
1
回
の
収
集
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
日
程

　

5
月
18
日　

坂
下
地
区

　

6
月
15
日　

金
上
・
若
宮
地
区

　

7
月
27
日　

広
瀬
・
八
幡
地
区

　

8
月
24
日　

川
西
・
高
寺
地
区　

▼
収
集
場
所
・
収
集
時
間

該
当
す
る
地
区
に
は
、
事
前
に
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
方
法

別
途
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
つ
い
た

処
理
券
と
処
理
費
用
を
お
持
ち
の

上
、
区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
の
確
認

を
受
け
て
か
ら
、
収
集
場
所
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
（
指
定
し
た
場
所
に
出

せ
な
い
場
合
や
費
用
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
収
集
業
者
と
ご
相
談
く
だ

さ
い
）。

◎
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み

ご
み
の
資
源
分
別
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
課
戸
籍
環
境
班　

　

☎
84
‐
１
５
０
０

粗
大
ご
み
の
収
集
日
程

犬の登録と狂犬病予防注射を実施します

平成26年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程で実施します。該当する飼い主さんは最寄りの会
場で受けてください。※犬の登録は、随時戸籍環境班で受け付けています。

登録の種類 費　　　用 受付方法

町に登録されている犬 1 頭につき3,200円（集合注射料2,650
円＋注射済票550円）

個人通知書及び問診票を送付します
ので、記入のうえ必ず持参してくだ
さい。

新たに登録される犬 1 頭につき6,200円（登録料3,000円＋
集合注射料2,650円＋注射済票550円）

会場に用意してある申請書に記入し
ていただきますので、早めにおいで
ください。

○予防注射を受ける際には問診票の提出が必要となります。犬の登録をされている方には通知文書と併せ
て送付しますので、記入のうえご持参ください。

○つり銭のないようご協力ください。

▼Ｈ26狂犬病予防注射（集合注射）日程表

期　　日 場　　所 時　　間

5 月16日（金）

高寺コミュニティセンター 午前 9時30分～10時 5 分
坂本コミュニティセンター 午前10時20分～10時35分
八幡コミュニティセンター 午前10時50分～11時20分
若宮コミュニティセンター 午後 1時10分～ 1時50分
金上コミュニティセンター 午後 2時 5分～ 2時45分

5 月19日（月）

長井会館 午前 9時30分～ 9時45分
川西コミュニティセンター 午前10時～10時20分
広瀬コミュニティセンター 午前10時35分～11時20分
健康管理センター 午後 1時10分～ 2時30分

▼注射実施会場での流れ
①受付・問診票提出
②予防注射実施
③料金支払
※問診票の内容を獣医が確認し、注射の可・否を判断する。

▼注意事項
○当日の注射は健康な犬に限らせていただきます。
○犬を扱いなれた人が連れてきてください。
○引き綱は短く持ち、犬の突発的行動に対処できるような服装でおいでください。
○首輪は必ず付け、注射時も離さないでください。
○かみつき癖のある犬には、口輪をつけてください。
○フンを始末する道具を必ず持ってきてください。
※飼い犬が死亡したときや、登録内容について変更が生じた場合は、ご連絡ください。
▼問い合わせ先　生活課戸籍環境班　☎84 - 1500
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▼
6
月
1
日
〜
6
月
7
日
は
第
56
回

水
道
週
間
で
す
。

水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
限
り
あ
る
資
源
で
す
、

無
駄
な
く
上
手
に
つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

▼
水
道
水
は
、
計
画
に
基
づ
い
た
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
」
を

お
届
け
す
る
た
め
、
定
期
的
な
水
質

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水
質
検

査
計
画
及
び
結
果
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
上
下
水
道
班
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
お
い
し
い
な　

だ
い
じ
な
お
水

ご
く
ご
く
り
」

▼
検
査
機
関

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合

㈱
江
東
微
生
物
研
究
所
郡
山
支
所

※
放
射
性
物
質
検
査
も
定
期
的
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
上
下
水
道
班

☎
84
‐
1
5
3
0
（
業
務
係
）

☎
84
‐
1
5
3
1
（
施
設
係
）

個
人
の
住
民
税
申
告
の
方
で
、
事

業
所
得
等
を
有
す
る
全
て
の
方
は
、

平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書

第
56
回
水
道
週
間

類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

（
※
所
得
税
の
白
色
申
告
者
も
同
様

で
す
。）

町
で
は
、
税
務
署
と
共
同
で
、
新

た
に
記
帳
を
行
う
方
や
記
帳
の
仕
方

が
わ
か
ら
な
い
方
の
た
め
に
、
記

帳
・
帳
簿
保
存
制
度
の
概
要
や
記
帳

の
仕
方
等
を
説
明
す
る
「
記
帳
説
明

会
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

事
業
所
得
（
農
業
所
得
を
含
む
）、

不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
が
あ
る

方
全
て
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
説
明
会
実
施
日

　

5
月
30
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場

中
央
公
民
館
2
階
「
大
研
修
室
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
税
務
管
理
班

　

☎
84
‐
1
5
0
2

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
4

月
1
日
現
在
で
車
を
所
有
し
て
い
る

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
他
人
に
譲
っ

た
り
し
て
、
実
際
に
使
用
し
て
い
な

い
車
で
も
、
名
義
変
更
や
抹
消
手
続

き
が
さ
れ
て
い
な
い
と
4
月
1
日
現

在
の
名
義
人
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

▼
自
動
車
税（
県
か
ら
届
く
納
付
書
）

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

▼
軽
自
動
車
税
（
町
か
ら
届
く
納
付

書
）

○
現
金
で
納
め
る
方

　

5
月
中
旬
に
納
付
書
が
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
町
指
定
の
金
融
機
関
で

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
税
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

　

5
月
中
旬
以
降
に
組
合
長
さ
ん
を

通
し
て
、
納
付
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

○
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

　

5
月
中
旬
に
通
知
書
が
届
き
ま
す

の
で
内
容
の
確
認
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
納
め
た
時
の
領
収
証
書
に

は
、
継
続
検
査
（
車
検
）
用
の
納
税

証
明
書
が
付
い
て
い
ま
す
。
車
検
の

時
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証

と
一
緒
に
大
切
に
保
管
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

手
続
き
は
お
早
め
に

次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
所
有

さ
れ
る
自
動
車
・
軽
自
動
車
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
申

請
に
よ
り
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

・
身
体
障
が
い
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
療
育
手
帳
等

▼
持
参
す
る
も
の

自
動
車
税
：（
合
庁
で
の
手
続
き
）

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
等

②
運
転
免
許
証

③
印
鑑

④
車
検
証

⑤
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
運
転

す
る
旨
の
証
明
書
（
家
族
が
運
転
す

る
場
合
の
み
福
祉
健
康
班
で
発
行
）

軽
自
動
車
税
：（
町
で
の
手
続
き
）

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
等

②
運
転
免
許
証

③
印
鑑

▼
申
請
期
限

自
動
車
税
：
6
月
2
日

軽
自
動
車
税
：
5
月
26
日　

※
減
免
は
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

ど
ち
ら
か
一
台
の
み
の
適
用
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

何
か
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
次
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
自
動
車
税

　

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局

　

県
税
部
課
税
第
二
課

　

☎
29
‐
5
2
6
1

　

☎
29
‐
5
2
6
4

○
軽
自
動
車
税
：

　

総
務
課
税
務
管
理
班

　

☎
84
‐
1
5
0
2

町
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▼
補
助
の
対
象
と
な
る
方

①
会
津
坂
下
町
内
で
自
ら
が
居
住
し

て
い
る
か
、
居
住
し
よ
う
と
し
て

い
る
住
宅
（
店
舗
等
と
の
併
用
住

宅
を
含
む
）
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
、
電
力
会
社
と
電

力
受
給
契
約
を
締
結
す
る
方

②
契
約
書
の
工
事
着
工
日
が
平
成
26

年
度
で
あ
る
こ
と
。

③
平
成
27
年
3
月
10
日
ま
で
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
完
了

で
き
る
方

▼
補
助
内
容

  

シ
ス
テ
ム
の
1
ｋ
Ｗ
あ
た
り
1
万

5
千
円
、
上
限
4
ｋ
Ｗ
ま
で
で
1
件

あ
た
り
最
大
6
万
円

▼
申
請
期
間

　

4
月
1
日
（
火
）
〜
随
時
受
付

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

政
策
財
務
課
政
策
企
画
班

☎
84
‐
1
5
0
4

記
帳
説
明
会
に
つ
い
て

6
月
2
日（
月
）は
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助

はり・灸・マッサージ指圧治療
東洋医学・痛み研究  

TEL 0242-83-5155
2391
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お information

金
融
犯
罪
被
害
防
止
出
前
講
座

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
金
融
犯

罪
被
害
防
止
を
目
的
と
し
て
、
地
域

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

出
前
講
座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
主
な
内
容
（
例
）

○
未
公
開
の
株
・
社
債
な
ど
の
怪
し

い
投
資
勧
誘
へ
の
対
応

○
ヤ
ミ
金
融
や
振
り
込
め
詐
欺
被
害

へ
の
対
応

○
多
重
債
務
に
な
ら
な
い
た
め
に

▼
対
象　

各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等

※
出
前
講
座
の
内
容
や
申
込
手
続
き

等
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
東
北
財
務
局

　

福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

　

☎
0
2
4
‐
5
3
5
‐
0
3
0
3

町
で
は
、
若
者
の
定
住
を
促
進
し
、

人
口
の
減
少
を
抑
制
す
る
た
め
、
会

津
坂
下
町
に
転
入
し
た
世
帯
（
1
人

以
上
の
同
居
親
族
を
有
し
、
世
帯
全

員
の
市
町
村
税
等
に
滞
納
が
な
い
）

に
対
し
て
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場

合
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

若
者
（
40
歳
未
満
）
の
定
住

促
進
の
た
め
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
！

▼
住
宅
の
取
得
（
新
築
・
購
入
）
を

補
助
し
ま
す

○
補
助
の
対
象
と
な
る
方

・
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降
の
転
入

者
で
、
取
得
し
た
住
宅
へ
の
入
居

の
日
の
前
1
年
間
に
お
い
て
町
内

に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
方

・
取
得
し
た
住
宅
に
10
年
以
上
居
住

す
る
意
思
が
あ
る
方

○
補
助
額

取
得
に
要
し
た
費
用
の
総
額
（
土

地
の
取
得
費
及
び
設
計
費
を
含
む
）

の
10
％
の
額
（
1
0
0
0
円
未
満
は

切
り
捨
て
）
で
、
上
限
を
1
0
0
万

円
と
し
ま
す
。

▼
民
間
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
の
方
に

家
賃
補
助
を
し
ま
す

○
補
助
の
対
象
と
な
る
方

・
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降
の
転
入

者
で
、
転
入
日
の
前
1
年
間
に
お

い
て
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
な

い
方

・
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
公
的
受
給

を
受
け
て
い
な
い
方

○
交
付
期
間

民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
（
こ
れ
ら
の
日
が

月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日

の
属
す
る
月
）
か
ら
換
算
し
て
12
月

以
内
と
し
ま
す
。

○
補
助
額

補
助
額
は
、
一
月
に
つ
き
、
建
物

賃
貸
借
契
約
書
に
定
め
ら
れ
た
賃
借

料
の
月
額
か
ら
、
住
宅
手
当
・
共
益

費
・
駐
車
場
料
金
等
を
除
い
た
実
質

の
家
賃
額
（
1
0
0
0
円
未
満
は
切

り
捨
て
）
で
す
。
上
限
を
1
万
円
と

し
ま
す
。

※
申
請
受
付
に
つ
い
て
は
、
政
策
企

画
班
（
北
庁
舎
3
階
）
に
て
対
応

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
財
務
課
政
策
企
画
班

　

☎
84
‐
1
5
0
4

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

会
津
坂
下
町
で
は
、
3
月
中
、
刑

法
犯
の
発
生
が
5
件
あ
り
ま
し
た
。

◎
そ
の
電
話
、
か
け
直
し
て
み
て
‼

　

4
月
中
、
会
津
方
部
内
に
お
い
て
、

孫
の
名
前
を
か
た
る
詐
欺
被
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
被
害
状
況
と
し

て
は
、
孫
の
名
前
を
か
た
る
男
か
ら

「
仕
事
で
集
金
し
た
現
金
3
0
0
万

円
が
入
っ
た
バ
ッ
ク
を
電
車
内
に
置

き
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
す
ぐ
3
0

0
万
円
が
必
要
な
の
で
貸
し
て
欲
し

い
。
お
金
は
す
ぐ
に
返
せ
る
。」
と

の
電
話
が
あ
り
、
話
を
信
じ
た
被
害

者
が
、
直
接
受
け
取
り
に
来
た
孫
の

同
僚
を
名
乗
る
男
に
現
金
3
0
0
万

円
を
手
渡
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。

▼
な
り
す
ま
し
詐
欺
を
疑
う
キ
ー
ワ

ー
ド

○
息
子
や
孫
な
ど
の
身
内
の
名
前
を

名
乗
っ
て
い
る
。

○
声
・
携
帯
電
話
番
号
な
ど
が
変
わ

っ
た
。

○
仕
事
・
借
金
・
投
資
・
異
性
な
ど

で
失
敗
し
た
か
ら
お
金
が
必
要
。

○
口
座
に
振
り
込
ん
で
く
れ
。
同

僚
・
友
人
が
受
け
取
り
に
行
く
。

▼
キ
ー
ワ
ー
ド
に
該
当
す
る
電
話
が

あ
っ
た
ら

○
家
族
か
ら
元
々
知
ら
さ
れ
て
い
る

電
話
番
号
に
か
け
直
す
。

○
他
の
家
族
や
警
察
署
な
ど
に
連
絡

し
、
相
談
す
る
。

○
確
認
が
取
れ
る
ま
で
絶
対
に
お
金

を
渡
さ
な
い
。

五浪美術記念館より
6月15日（日）まで

『斎藤清　木版画展』開催中！

美術記念館で収蔵している斎藤
清画伯の版画を、年代を追って
展示しています。

※■は休館日です。

6月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

5月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

26

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成26年3月末現在）
区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい
空き巣ねらい 2 車上ねらい
忍 込 み ひったくり
事務所荒し 部品ねらい
出 店 荒 し 強制わいせつ
自 動 車 盗 街頭犯罪合計 3 1
オートバイ盗 その他刑法犯等 15 13
自 転 車 盗 1 1 全 刑 法 犯 18 14

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
3
4
5
1



注　

意

○申込は原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申込が必要

お information

事 業 名 日　 時
開催場所

申込・問い合わせ先
備　 考

すこやかキッズ

　 5月15日（木）　
午前10時

～11時30分 　健康管理センター
問　☎83-1000
※申込はいりません

　 0～ 2歳の子供と保護者
　オムツ・ミルク・飲み物
　ふれあい遊び

　 5月29日（木）　
午前10時

～11時30分

　 2歳～幼稚園入園前の子供と保護者
　オムツ・飲み物
　親子3B体操

入園前のお子さん
　幼稚園に

遊びに来てね♪

　 5月28日（水）　
午前 9時30分

～11時30分

幼稚園の友だちと
楽しく

遊びましょう

　坂下南幼稚園
　　坂下東幼稚園
それぞれの地区のお子
さんを受け入れます。
問　坂下南幼稚園
　　☎83-2410
　　坂下東幼稚園
　　☎83-8590　

　町内在住の未就園のお子さんです。
　 1回目 5 月28日　 2回目 6 月18日
　　 3回目 9 月10日　 4回目 11月28日
　　 5回目 1 月23日
≪注意事項≫
○ご家族の方の付き添いをお願いしま
す。
○動きやすい服装でおいでください。
○食べ物や玩具は持ってこないでくださ
い。

ワクワク☆
ドキドキ☆
楽しい広場

　 5月31日（土）　
午前 9時30分

～11時30分

　ばんげ保育所
問　☎83-3202　

「ムシバイキンをやっつけよう！」
・親子一緒に楽しめる企画です。
・飲み物は各自持参ください。

人権・行政合同
相談会

　 6月 3日（火）　
午前10時

～午後 3時

　保健福祉センター
問　社会福祉協議会
　　☎83-1368　

暴力をふるわれた等、人権に関すること
や役所等への苦情や問題などの相談に応
じます。

行政書士会による
相談会

　 6月 5日（木）　
午前 9時30分

～正午

　保健福祉センター
問　社会福祉協議会
　　☎83-1368　

売買契約書、土地建物の許認可、遺言・
相続・離婚等の書類作成や、申請手続き
などの相談に応じます。

弁護士による
無料法律相談会

　 6月13日（金）　
午前10時

～午後 3時

　保健福祉センター
問　社会福祉協議会
　　☎83-1368　

毎日の生活の中での心配ごと、悩みごと
などお気軽にご相談ください。
※前日までに申込ください。

トトロの会
20周年記念

「朗読と絵本読み
聞かせの集い」　

　 6月 8日（日）　
午前10時～

　中央公民館
　　大研修室
問　生江　智枝
　　☎83‒1279　

朗読と絵本読み聞かせを
行います！
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＝場所 問＝問い合わせ ＝内容 ＝申込期日 ＝参加費 ＝対象者 ＝持参物



今年度も国民健康保険では人間ドックを実施します。
充実検査で、あなたの健康状態をチェックします。健康を考えるとき、最も大切なことは、

病気にかからないことだといわれます。しかし、生活習慣病は自分で気付かないうちに進む
ことが多く、これを早期に発見し、治療することが大切です。
ぜひこの機会に健康診断を受けましょう。
　

●対 象 者　　　国民健康保険に加入している40歳～74歳の方
（昭和15年 4 月 1 日～昭和49年 3 月31日生まれの方）

●募 集 人 員　　　日帰り人間ドック　　　　　20名程度
1泊ドック（脳検診含む）　　70名程度

●実 施 時 期　　　平成26年 6 月～平成27年 2 月（病院指定日）
●費 用　　　自己負担額

日帰り人間ドック 1泊2日人間ドック 1泊2日人間ドック
＋脳検診

10,000円 15,000円 22,000円

※脳検診はペースメーカー、人工内耳を使用している方は受診ができ
ません。

●実施医療機関　　　坂下厚生総合病院
●申 込 受 付　　　受付する際に生活課保険年金班の窓口にある申込書に必要事項を記入

の上、申込頂きます。　※定員になり次第締め切ります。
●受 付 期 間　　　平成26年 5 月19日（月）～ 5月23日（金）　
●受 付 時 間　　　午前 8時30分～午後 5時15分
●注 意 事 項　　　①国民健康保険以外の方は申し込みいただけません。

②前年に受診した方は今回申し込みできません。　
③国民健康保険税が未納の方は受診できません。
④ 1世帯 1人のみ受診できます。
⑤郵送・電話での申し込み、また 1人で複数の申し込みはできません
ので御了承ください。

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班（④番窓口）　☎８４－１５０１

日帰り・1泊人間ドック
＆脳検診

受診者募集！
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健 康 づ く り
す
こ
や
か



町の人口と世帯 今月の納税今月の納税

お誕生おめでとう

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

ごめい福をお祈りします

❺月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

5 月 9 日（金)～ 6 月13日(金)までの情報をお知らせします。

乳幼児健康診査
場　　所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後 1時～ 1時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

4 か月児
5 月13日（火）

平成25年12月15日
～平成26年 1 月14日生

6月10日（火）
平成26年1 月15日

～平成26年 2 月14日生

10か月児 5 月23日（金） 平成25年 6 月・ 7月生

1 歳 6 か月児 5 月15日（木） 平成24年10月・11月生

2 歳 6 か月児 6 月13日（金） 平成23年12月・平成24年 1 月生

乳幼児健康
・栄養相談

6 月 6 日（金）
月齢・年齢は問いません。育児
についての相談を希望する方。

離乳食教室
6 月 6 日（金）
午後 2時30分～

平成25年 9 月15日
～平成25年11月14日生

休日救急診療当番
※ 変更になる場合があります。

5月11日（日） 菅原医院 ☎ 83-2311

6 月 1 日（日） 坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/̃ken-ishikai/

【役場周辺】 【学校等における測定結果（4月9日）】
月　日 数値
4月 1日 0.081
3 月 1 日 0.061
2 月 1 日 0.043
1 月 8 日 0.056
12月 1 日 0.090

マイクロシーベルト／時
調査地点 数値 調査地点 数値
坂下東小学校 0.111 坂下東幼稚園 0.113
坂下南小学校 0.104 坂下南幼稚園 0.100
坂 下 中 学校 0.089 ばんげ保育所 0.063

えくぼ遊育園 0.127
▼問い合わせ先　除染対策係　☎84-1527
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人　口………16,523人（－42）

　男　……… 7,895人（－20）

　女　……… 8,628人（－22）

世帯数……… 5,397戸（± 0）

（ 4月 1日現在） 【納期限6月2日（月）】

●軽自動車税

●住宅使用料 

●児童福祉負担金

●上・下水道・農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】
（5/9～6/13）

5/10（土）・11（日）・17（土）・18（日）
5/24（土）・25（日）・31（土） 　　　
6/1（日）・7（土）・8（日）　　　　　

上下水道班 ℡  84-1530

戸籍の窓口
3 /21～ 4 /20届出分

地　区 名　　前 （保護者）
三　 谷 佐々木　歩

あゆ

　羽
は

（歩　岳）
村　 田 齋　藤　景

けい

　太
た

（公　一）
八日沢 福　地　絢

あや

　心
ね

（良　貴）
塔　 寺 大　塚　洸

こう

　介
すけ

（一　樹）
柳　 町 小　畑　　　駿

しゅん

（洋　介）
茶屋町 入　谷　美

み き こ

希子（康　之）
上新田 山　内　希

み

　桜
お

（政　彦）
水　 島 江　川　暖

はる

　真
ま

（秀　幸）
諏訪町 大川原　陽

ひ

　鷹
だか

（一　星）
羽　 林 村　田　智

とも

　香
か

（耕　輔）
新栄町 門　馬　　　昇

しょう

（　貞　）
　　　　す　ず（　貞　）

津　 尻 上　野　愛　子（101歳）
青　 木 加　藤　盛　行（84歳）
本　 町 赤　田　京　子（96歳）
中　 村 渡　邉　マサ子（89歳）
茶屋町 髙　久　健次郎（74歳）
青　 木 檜　澤　常　悦（84歳）
三　 谷 佐　藤　美江子（62歳）
五　 香 石　川　政　志（57歳）
新　 町 柿　﨑　ツ　ギ（100歳）
上開津 武　藤　　　信（89歳）
上金沢 佐　藤　アキ子（87歳）
牛　 沢 若　林　正　文（71歳）
青　 津 加　藤　リ　キ（94歳）
宇　 内 山　口　ク　ラ（92歳）
金　 上 成　田　保　孝（78歳）
柳　 町 舟　木　　　正（81歳）
塔　 寺 今　井　トミエ（87歳）
塔　 寺 佐　藤　フ　ク（88歳）
橋　 本 大　竹　光　男（80歳）
大　 村 鈴　木　 　文（92歳）



湯川村・

会津坂下町

共同企画

次号では、会津坂下町の団体の開発作品を紹介します。

～道の駅あいづ湯川・会津坂下～
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発
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E
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n.aizubange.fukushim

a.jp 会津坂下町Facebook（フェイスブック）を情報発信中
http://www.facebook.com/town.aizubange.fukushima　 QRコード

「人の駅・川の駅・道の駅」
拠点整備事業

平成26年度中に開業予定の「道の駅あいづ　湯川・会津坂下（愛称：あいでみっせ会津の
へそ）」では、農産物や加工品、地元の特産品を集め、品揃えが充実するように取り組んでい
ます。「６次化産品※開発」もその１つで地域の方々と一緒に取り組んでいます。今月号では道
の駅で販売するため、湯川村の４つの団体が開発した６次化産品を紹介します。
※６次化産品とは…地元の農業者や商工業者が、原料に地元の農産物や特産品を使用し製造したもの

◆「まんまぺぺろん」の特徴は・・・
自家製の完熟トマトと会津産のニンニクを使ったパスタ
ソース。茹でたパスタに軽く混ぜるだけでペペロンチーノ
が出来上がります。トマトを乾燥機でドライにしたことで
うまみを閉じ込めることができました。

◆「米粉入りカステラ（あ！うめえ）」の特徴は・・・
会津湯川米の米粉と地元のハチミツを使ったお菓子で
す。ふんわりもちもちとした食感で自然の甘さがあるお菓
子です。また添加物を使用していないことも特徴の１つで
す。お子様に安心して食べていただけます。

作品名：まんまぺぺろん
坂内まんさく農場＆出羽千嘉子共同体

作品名：米粉入りカステラ（あ！うめえ）
あじさいの手

◆「くってみんべぇ」の特徴は・・・
湯川産コシヒカリの米粉で作った麺で、米粉特有のもちもち
感とコシが強いのが特徴です。天然のインスリンと呼ばれる菊
芋を練り込んだ麺と、栄養価の高い発芽玄米で作った麺の２種
類あり、小麦アレルギーを持つ方に食べていただきたいです。

作品名：くってみんべぇ（食って麺米）
会津湯川の里

◆「合格ごぼうワッフル」の特徴は・・・
会津湯川米の米粉と立川ごぼうを使ったワッフルです。体に
良い素材が田舎らしさを醸し出し、楽しみながら食べられま
す。食品添加物を使っていないため、時間が経つと固くなるの
で、メレンゲを加えてふわふわ感を長持ちさせました。

作品名：合格ごぼうワッフル
飯ませ湯川




